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　 日ごとに寒さが身に染む季節を迎えています。皆様には如何お過ごしでしょうか。冬を迎え、イン
フルエンザやSARSを思い出す季節になりました。昨冬は養 鶏場等でトリ・インフルエンザが流行し
社会問題にもなりました。東南アジア等の海外では今までもトリ・インフルエンザがヒトに感染し発
病し、更には、ヒト -ヒトの感染が疑われる事例の報道がなされています。まさしく、「新型インフ
ルエンザ」です。
　歴史的には、1918年ごろ世界的に「スペイン風邪」の大流行があり、二千万人が死亡したとも言
われています。最近の研究ではこれはトリ・インフルエン ザウイルスが変異をしてヒトへの感染性を
獲得して、強い病原性、強い伝染性を発現した結果だと言われています。ウイルス等の病原微生物は
いまやトリ類から より安定した宿主として我々人類をねらっているのかもしれません。お互いの生存
競争です。ヒトもそれに負けないように生き残り作戦を考える必要がありま しょう。
　とりあえず私たちにできることは、インフルエンザ・ワクチンを接種し、その上で体力をつけてお
くことでしょうか。今冬の流行は早めのようです。
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＝　風邪・インフルエンザの予防対策について　＝
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　今年も風邪の季節がやって来ました。風邪やインフルエンザにかからないようにすることは難しい
ことですが、早めの予防対策は効果があります。

そこで、以下に主な対策方法を挙げてみます。
（１）普段から過労や睡眠不足を避け、栄養を十分に摂りましょう。
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（２）手洗い・うがいの励行
特に、流行期間中は、人混みをなるべく避けることが重要ですが、外出から帰ったらまず、手
洗いをしてばい菌を洗い流し、次にうがいをしましょう。
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（３）室温・湿度の調整
暖房による空気の乾燥は風邪引きを誘発します。空調や暖房は控えめにし、適度な湿度の確保
と換気に気をつけましょう。
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（４）予防接種（ワクチン）
インフルエンザワクチンは現在、最も確実な予防方法といえます。医師と相談のうえ受けて下
さい。

昔から、『風邪は万病のもと』と言われているように、万が一かかってしまった
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ら、たかが風邪ぐらい、と軽視せず静かに家で休むことが本人にも、又、周囲に
うつさないと言う意味で、社会のためにも良いことなのです。ただし、高熱や下痢
嘔吐など症状がひどい時、長引くときは医療機関にそうだんしましょう。
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☆　１１・１２月の教室案内　☆
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「はやり目」について ���Jæ�Õ�y�kæ�y�)
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　はやり目は、感染性の強いアデノウイルスやエンテロウイルスにかかることでおこる結膜炎です。
“流行性角結膜炎”、“咽頭結膜熱（プール熱）”、“急性出血性結膜炎”などがあります。
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　はやり目は、ほとんど�è�•�t と涙でうつります。感染した人の�è�•�t や涙がついた手で目をこする
ことが最も危険です。プール熱の様に感冒症状のある場合は、咳やくしゃみのしぶきが直接目に入っ
たり、手についたりして感染することもあります。
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　 主な症状として『結膜の充血・出血』、『目やに・涙目』、『眼の異物感・痛み』、『瞼の腫れ』
等があります。また、耳の前のリンパ節が腫れて痛むときもあ ります。ウイルスの種類によって異な
りますが、はやり目の症状は感染してから早ければ１～２日、遅ければ１０日ぐらいで出現してきま
す。症状は、治療を受 けてからも１～２週間続きます。その間他の人に感染させる可能性があります
ので、医師の注意をよくおききください。
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　 はやり目は、ほとんどの場合症状を残さず治癒しますが、乳幼児に瞼の腫れが続いて目が塞がった
時には、弱視なることがまれにあります。また、これもまれな ことですが、角膜炎になった場合、治
療が不十分ですと黒目が濁って視力がおちることがありますので、医師の指示どおりに治療を続けて
ください。
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　はやり目に根本的な治療はありません。はやり目になると目が不潔になり、ばい菌に感染しやすく
なりますので、その予防に抗生剤の点眼をしていただきます。また、�è�•�t を少なくして他の人にう
つるのを防止するためや、角膜炎で黒目に混濁が残らないようにするために、ステロイドの点眼をし
ていただきます。
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　症状が軽くても、医師の診察をうけてください。治療は医師の指示どおりに行ってください。ウイ
ルスは感染性が強く、年令を問わずうつりますので、他の人にうつさないために以下の点に注意して
ください。
・必ず流水で石鹸を用いて手を念入りに洗ってください。洗浄後アルコールでの消
毒が可能でしたら行ってください。

・使用したタオル、石鹸などは他の人と共用しないでください。
・お風呂は一番最後に入って、入浴後風呂場に熱湯をかけて流してください。
・学校や会社は基本的には休んで下さい。休む期間は医師と相談してください。
・家族や知人に同じ症状の人がいても点眼薬の共用は避けてください。
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